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は
じ
め
に

　
文
化
的
景
観
と
い
う
用
語
は
、
文
化
財
保
護
法
の
な
か
に
新
し
い

文
化
財
の
概
念
と
し
て
登
場
し
て
き
た
。
文
化
庁
に
よ
れ
ば
、「
文

化
的
景
観
は
、日
々
の
生
活
に
根
ざ
し
た
身
近
な
景
観
で
あ
る
た
め
、

日
頃
そ
の
価
値
に
は
な
か
な
か
気
づ
き
に
く
い
（
１
）

」
と
い
う
。
美
し
い

だ
け
で
は
な
い
景
観
の
価
値
に
、
光
が
当
て
ら
れ
て
始
め
た
の
で
あ

る
。

　
近
世
史
研
究
者
は
、
近
世
の
景
観
を
語
る
と
き
、
多
く
は
視
覚
資

料
で
あ
る
絵
図
を
用
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
絵
図
に
は
、
争
論
や
届

け
出
な
ど
何
ら
か
の
作
成
意
図
が
あ
り
、
日
常
の
記
録
と
し
て
頻
繁

に
作
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
何
気
な
い
暮
ら
し
の
景
観
で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
、
絵
図
に
は
描
か
れ
ず
、
そ
の
変
化
も
見
え
に
く
い
。

　
一
方
で
、
近
年
の
近
世
史
研
究
で
は
、
生
業
の
多
様
性
に
着
目
す

る
研
究
が
現
れ
て
い
る
。
そ
の
流
れ
の
な
か
で
、
生
業
が
行
わ
れ
る

「
場
」
に
対
す
る
着
目
が
み
ら
れ
る
。
筆
者
が
専
門
と
す
る
近
世
漁

業
史
研
究
に
お
い
て
も
、
漁
民
に
よ
る
漁
「
場
」
の
重
層
性
や
階
層

性
な
ど
が
着
目
さ
れ
て
い
る
（
２
）

が
、
あ
る
「
場
」
に
焦
点
を
絞
り
、
生

業
の
推
移
を
検
討
す
る
こ
と
は
、「
場
」
自
体
の
景
観
変
化
の
検
討

に
も
つ
な
が
る
。
こ
う
し
た
研
究
視
角
を
、
十
分
に
視
覚
資
料
が
な

い
場
所
で
も
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
問

題
関
心
で
あ
る
。

　
検
討
対
象
に
設
定
し
た
の
は
、
近
江
国
の
琵
琶
湖
で
あ
る
。
近
世

の
琵
琶
湖
は
、
暮
ら
し
の
場
と
し
て
多
様
な
側
面
を
持
っ
て
い
た
。

　
報
告
三

　
琵
琶
湖
の
暮
ら
し
と
文
化
的
景
観

　
東
　
　
　
幸
　
代
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湖
面
で
は
漁
業
の
他
、
物
資
や
人
を
運
ぶ
水
運
が
発
達
し
て
い
た
。

ま
た
、
水
辺
（
湖
岸
）
で
は
、
同
じ
く
漁
業
、
水
鳥
猟
、
肥
料
用
の

藻
取
り
、
さ
ら
に
耕
作
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
複
合
生
業
の
状

態
で
あ
っ
た
（
３
）

。
な
お
、
水
辺
と
は
、
水
と
陸
と
が
線
上
に
画
然
と
は

区
切
ら
れ
て
い
な
い
水
陸
移
行
帯
を
意
味
す
る
。
前
近
代
の
琵
琶
湖

は
、
現
在
と
は
異
な
り
、
水
位
の
調
整
を
自
然
に
ま
か
せ
る
場
で
あ

っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
琵
琶
湖
の
水
辺
の
う
ち
で
も
、
ヨ
シ
が
生
え
る
地
、

い
わ
ゆ
る
ヨ
シ
地
と
い
う
「
場
」
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
う
。
こ

れ
は
、
文
化
庁
の
文
化
的
景
観
の
定
義
が
、
文
化
財
と
し
て
の
「
景

観
地
」
と
い
う
性
格
に
重
点
を
置
い
て
い
る
た
め
で
も
あ
る
。
実
際

に
、
ヨ
シ
地
を
含
む
西
の
湖
（
近
江
八
幡
市
の
内
湖
＝
潟
湖
）
の
水

辺
景
観
は
、
国
に
よ
る
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
第
一
号
と
な
っ

て
い
る
。「
場
」
と
生
業
、
こ
の
二
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
な
が
ら
、

近
世
の
文
化
的
景
観
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

第
一
章
　
近
世
の
水
辺

　
第
一
節
　
湖
岸
水
位
の
変
動

　
明
治
三
〇
年
代
以
降
、
琵
琶
湖
の
水
位
は
可
動
堰
に
よ
っ
て
調
整

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
は
相
当
の
振
れ
幅
が
あ
っ
た
。
近
世
の

湖
西
地
域
で
は
、
経
年
で
の
水
位
変
動
が
激
し
い
地
域
が
あ
り
（
４
）
、
湖

北
地
域
で
も
一
年
間
の
水
位
変
動
が
大
き
い
地
域
が
あ
っ
た
（
５
）

。
原
因

は
、
降
雨
や
雪
解
水
の
流
入
に
加
え
て
、
土
砂
の
堆
積
で
あ
る
。
琵

琶
湖
は
、
多
く
の
河
川
が
流
入
し
て
い
る
湖
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が

土
砂
を
運
ぶ
一
方
、
流
出
河
川
は
南
流
す
る
瀬
田
川
一
本
で
、
こ
こ

が
土
砂
堆
積
に
よ
っ
て
流
水
量
を
減
少
さ
せ
る
と
水
位
が
上
昇
す

る
。

　
水
位
の
上
昇
は
、
浅
瀬
で
あ
る
ヨ
シ
地
の
浸
水
域
を
変
化
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
が
、
近
世
の
琵
琶
湖
沿
岸
に
は
、
水
辺
に
迫
る
よ
う
に

水
田
が
存
在
し
た
。
こ
の
た
め
、
田
地
も
水
位
変
動
の
影
響
を
直
接

的
に
受
け
て
い
た
。
水
位
変
動
の
激
し
い
地
域
は
、
年
貢
の
納
入
額

も
大
き
く
変
動
し
て
い
る
（
６
）

。

　
た
だ
し
、
近
世
の
人
々
は
、
小
規
模
な
水
位
変
動
の
場
合
は
、
災

害
だ
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
水
位
変
動
を
前
提
と
し
て
生

活
を
営
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
湖
東
地
域
の
あ
る
村
で
は
、
琵
琶
湖

の
水
位
が
低
い
年
は
水
辺
に
稲
を
植
え
て
い
る
が
、
水
位
が
高
い
年

に
は
同
じ
場
所
で
漁
業
を
お
こ
な
い
、
不
作
分
の
年
貢
を
漁
業
で
補

っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
７
）

。
ま
た
、
湖
南
地
域
の
あ
る
村
で
は
、
①
湖
中

か
ら
ご
み
を
と
っ
て
本
田
の
地
上
げ
を
行
う
、
②
藻
草
を
本
田
の
こ

や
し
に
使
用
す
る
、
③
ヨ
シ
を
屋
根
・
魞
（
エ
リ
（
８
）
）
の
簀
・
薪
に
使

用
す
る
、
④
真
菰
を
牛
馬
の
飼
料
に
使
用
す
る
、
⑤
魞
漁
で
渡
世
を

送
る
、
と
い
っ
た
方
法
で
、
水
辺
を
利
用
し
て
い
た
（
９
）
。
③
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
ヨ
シ
は
生
活
財
と
な
っ
て
い
る
う
え
、
ヨ
シ
地
は
、
⑤
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の
よ
う
に
重
要
な
漁
具
の
設
置
場
所
と
も
な
っ
て
い
た
。

　
第
二
節
　
生
業
の
場
と
し
て
の
水
辺

　
ヨ
シ
は
、
浅
い
水
辺
に
、
水
域
と
陸
域
を
ま
た
が
る
よ
う
に
生
息

す
る
植
物
で
、
幅
を
持
っ
た
帯
状
に
群
落
を
形
成
す
る
。
明
治
初
年

に
作
成
さ
れ
た
琵
琶
湖
沿
岸
集
落
の
地
籍
図
を
み
る
と
、
湖
岸
に
沿

っ
て
群
生
し
て
い
る
状
況
が
確
認
で
き
る
。滋
賀
県
民
に
と
っ
て
は
、

現
在
で
も
琵
琶
湖
に
行
け
ば
当
た
り
前
に
み
ら
れ
る
植
物
で
あ
る

が
、
戦
後
の
干
拓
事
業
や
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
琵
琶
湖
総
合
開
発

事
業
で
急
激
に
面
積
が
減
少
し
続
け
て
き
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対

し
て
、
現
在
は
、
滋
賀
県
が
ヨ
シ
群
落
保
全
条
例
を
公
布
し
て
、
ヨ

シ
群
落
を
「
自
然
景
観
、
魚
や
鳥
の
生
息
状
況
、
湖
岸
の
侵
食
防
止

な
ら
び
に
水
質
の
保
全
と
い
う
観
点
か
ら（
（1
（

」
保
全
す
る
事
業
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
前
提
と
し
て
、「
私
た
ち
の
生
活

様
式
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
、ヨ
シ
の
産
業
的
利
用
が
衰
退
し
、人
々

の
ヨ
シ
に
対
す
る
関
心
は
薄
れ
て
き（
（1
（

」た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
ヨ
シ
に
対
す
る
関
心
が
薄
れ
が
ち
な
現
代
と
は
異
な
り
、
近
世
の

水
辺
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
旺
盛
な
生
産
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
。
前
述
の
漁
業
、
水
鳥
猟
、
藻
取
り
、
耕
作
に
加
え
、
ヨ
シ
を
刈

り
取
り
、
屋
根
材
や
す
だ
れ
材
と
し
て
販
売
す
る
人
び
と
も
存
在
し

た（
（1
（

。
ヨ
シ
地
を
舞
台
と
す
る
利
害
関
係
者
は
、
漁
業
従
事
者
や
農
業

従
事
者
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
シ
業
従
事
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ヨ
シ

地
は
、
多
く
の
人
の
生
業
の
場
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
近
世
の
ヨ
シ
地
に
は
、
現
代
の
感
覚
で
は
考
え
が
及
ば

な
い
利
害
関
係
者
も
存
在
し
た
。
幕
藩
領
主
層
で
あ
る
。

第
二
章
　
江
戸
幕
府
に
よ
る
新
田
開
発

　
第
一
節
　
近
世
の
ヨ
シ
地
の
価
値

　
湖
南
地
域
で
、
屋
根
・
魞
の
簀
・
薪
用
に
ヨ
シ
が
利
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
人
び
と
の
暮
ら
し
の
な
か
で
は
、
さ
ら
に
多

様
な
ヨ
シ
利
用
の
様
相
が
み
ら
れ
た
。
西
の
湖
周
辺
の
内
湖
で
あ
る

大
中
の
湖
で
は
、
ヨ
シ
を
耕
地
の
肥
料
や
祭
礼
時
の
ヨ
シ
松
明
の
材

料
、
さ
ら
に
屋
根
材
と
し
て
利
用
し
て
い
た
。
ま
た
、
内
湖
は
水
深

が
浅
く
波
が
な
い
た
め
、
ヨ
シ
の
密
集
地
に
土
砂
投
入
に
よ
っ
て
耕

地
を
造
成
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
耕
地
の
周
囲
に
土
留
め
の

た
め
に
ヨ
シ
を
生
息
さ
せ
て
い
た
。
漁
業
に
お
い
て
も
、
魞
の
設
置

の
ほ
か
に
、
ヨ
シ
巻
漁
と
い
う
漁
法
の
漁
場
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

ヨ
シ
に
寄
る
魚
の
習
性
を
利
用
し
て
、
ヨ
シ
を
取
り
巻
く
よ
う
に
網

を
張
る
こ
と
で
漁
獲
を
お
こ
な
う
漁
法
で
あ
る（
（1
（

。

　
多
様
な
ヨ
シ
地
利
用
の
あ
り
方
の
な
か
で
、
幕
藩
領
主
層
が
注
目

し
た
の
は
、
ヨ
シ
地
の
耕
地
化
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
湖
岸
の

人
び
と
は
水
位
変
動
に
応
じ
て
、
あ
る
い
は
水
浅
の
地
を
選
ん
で
水

辺
の
耕
地
化
を
試
み
た
が
、
領
主
層
は
、
水
辺
の
恒
久
的
な
耕
地
化
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を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
江
戸
幕
府
は
、
財
政
再
建
へ
向
け
て

の
年
貢
増
徴
政
策
の
一
環
と
し
て
水
辺
の
耕
地
化
を
図
っ
て
い
る（
（1
（

が
、

琵
琶
湖
沿
岸
の
耕
地
化
も
こ
の
流
れ
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
幕
府
の
新
田
開
発
は
、
琵
琶
湖
岸
の
人
び
と
が
お
こ
な
っ

て
い
た
よ
う
な
小
規
模
な
も
の
で
は
な
い
。
琵
琶
湖
の
水
を
一
気
に

抜
い
て
、
大
規
模
な
開
発
を
お
こ
な
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
幕
府
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
知
識
人
に
も
同
様
の
考
え
が
み
ら

れ
る
。
近
世
後
期
に
は
、
琵
琶
湖
の
水
を
流
し
て
水
位
を
下
げ
れ
ば

数
十
万
石
の
耕
地
が
で
き
る
と
い
う
見
通
し
を
、
経
世
家
の
本
多
利

明
が
『
経
世
秘
策（
（1
（

』
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
が
『
地
方

凡
例
録（
（1
（

』
に
も
述
べ
ら
れ
る
。
琵
琶
湖
は
、
開
発
候
補
地
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
二
節
　
江
戸
幕
府
に
よ
る
湖
岸
新
田
開
発

　
大
き
な
期
待
を
背
景
に
、
江
戸
幕
府
が
琵
琶
湖
の
新
田
開
発
を
お

こ
な
お
う
と
す
る
動
き
は
幾
度
か
あ
っ
た
。
開
発
の
前
提
と
し
て
琵

琶
湖
の
水
位
を
下
げ
る
に
は
、
二
通
り
の
方
法
が
考
え
ら
れ
た
。
一

つ
は
、
南
流
す
る
瀬
田
川
の
土
砂
浚
え
を
お
こ
な
っ
て
流
水
量
を
増

加
さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
、
も
う
一
つ
は
、
湖
北
地
域
か
ら
越
前
国

敦
賀
に
向
か
っ
て
新
し
く
水
路
を
掘
削
し
て
日
本
海
に
水
を
落
と
す

と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
両
方
を

実
施
す
る
こ
と
で
琵
琶
湖
の
水
位
を
下
げ
て
新
田
を
作
ろ
う
と
い
う

の
が
、
幕
府
の
動
き
で
あ
る
。

　
実
際
の
大
き
な
動
き
は
三
度
あ
っ
た
。
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～

三
六
年
）
の
徳
川
吉
宗
の
治
世
期
に
は
、
北
・
南
両
方
向
へ
の
湖
水

放
出
に
よ
る
新
田
開
発
が
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
田
沼
意
次
が
、

日
本
海
へ
の
水
路
開
削
に
よ
る
新
田
開
発
を
計
画
す
る
。
享
保
期
の

開
発
に
つ
い
て
は
、
私
領
主
側
も
百
姓
側
も
反
対
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
彦
根
藩
は
、
水
位
低
下
に
よ
っ
て
城
の
堀
や
入
江
が
機
能
し
な

く
な
る
問
題
を
唱
え
る
。
彦
根
城
の
堀
は
、
琵
琶
湖
の
湖
水
を
利
用

し
て
お
り
、
軍
事
的
な
機
能
が
低
下
す
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
湖

岸
の
村
々
も
、
不
便
を
主
張
す
る
。
大
中
の
湖
周
辺
に
位
置
す
る
あ

る
村
で
は
、
自
村
は
水
位
が
下
が
っ
た
と
こ
ろ
で
湖
岸
に
新
田
が
で

き
る
地
形
で
は
な
く
、
ヨ
シ
が
取
れ
な
く
な
っ
た
り
、
本
田
に
悪
影

響
が
あ
る
と
い
う
見
解
を
述
べ
る（
（1
（

。

　
田
沼
期
に
も
同
様
に
、
膳
所
藩
な
ど
が
反
対
の
意
を
表
明
す
る
。

田
沼
の
失
脚
に
よ
っ
て
計
画
は
立
ち
消
え
に
な
る（
（1
（

が
、
琵
琶
湖
の
水

位
が
低
下
し
、
新
田
と
さ
れ
た
場
合
、
ヨ
シ
地
は
消
滅
し
、
湖
岸
の

景
観
は
一
変
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
三
度
目
の
計
画
は
、
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
四
四
年
）
で
、
瀬

田
川
浚
え
を
前
提
と
す
る
開
発
計
画
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
琵
琶

湖
で
は
、
流
入
河
川
に
よ
る
土
砂
運
搬
が
恒
常
的
に
み
ら
れ
、
そ
れ

ら
が
瀬
田
川
の
川
底
の
土
砂
堆
積
を
招
く
。
そ
の
た
め
、
湖
岸
に
位

置
す
る
水
田
が
浸
水
す
る
と
い
う
被
害
が
発
生
し
て
い
た
。
瀬
田
川
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浚
え
は
幕
府
が
許
可
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
幕
府
は
湖
岸
の
人
び

と
に
よ
る
川
浚
え
請
願
に
便
乗
し
て
新
田
開
発
を
お
こ
な
お
う
と
し

た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
計
画
に
対
し
て
、
膳
所
藩
や
彦
根
藩
の
よ
う
な
私
領
主
層
は

反
対
し
、
湖
岸
の
人
び
と
の
う
ち
で
も
水
位
上
昇
の
影
響
を
受
け
て

い
な
い
地
域
で
は
、
ヨ
シ
な
ど
湖
岸
の
生
活
財
が
利
用
で
き
な
く
な

る
と
反
対
す
る
。
し
か
し
、
幕
府
は
水
辺
を
上
知
さ
せ
る
な
ど
し
、

こ
の
開
発
は
、
一
部
が
成
功
し
た
と
い
わ
れ
る
。
現
在
で
も
、
琵
琶

湖
岸
の
一
部
に
「
大
久
保
新
田
」
と
い
う
小
地
名
が
残
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
天
保
期
の
新
田
開
発
請
負
人
の
大
久
保
貞

之
助
の
名
前
に
因
む
地
名
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（
（1
（

。
地
名
の
残
存
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
一
部
は
耕
地
と
し
て
開
発
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
琵
琶
湖
の
水
は
容
易
に
は
制
御
で
き
ず
、
幕
末
期
に
作
成
さ

れ
た
湖
岸
村
々
の
絵
図
に
は
、
新
田
と
さ
れ
て
い
る
場
所
に
湖
水
を

意
味
す
る
水
色
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
結
局
、
水
位
の

上
昇
に
よ
っ
て
安
定
し
た
耕
地
化
が
困
難
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
水

辺
は
、
大
き
な
景
観
変
化
を
免
れ
た
と
い
え
る
。

第
三
章
　
彦
根
藩
に
よ
る
新
田
開
発

　
第
一
節
　
栗
見
新
田
村
と
栗
見
出
在
家
村
の
開
発

　
琵
琶
湖
岸
に
は
、
彦
根
藩
に
よ
っ
て
新
田
開
発
が
な
さ
れ
、
景
観

が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
場
所
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
大

中
の
湖
周
辺
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
七
世
紀
半
ば
の
寛
文
年
間

（
一
六
六
一
～
七
二
年
）
に
栗
見
新
田
村
、
一
九
世
紀
初
頭
の
文
化

年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
年
）
に
栗
見
出
在
家
村
と
い
う
新
田
村
落

が
開
発
さ
れ
る（
（2
（

。

　
彦
根
藩
に
よ
る
二
ヶ
村
の
開
発
は
、
幕
府
の
よ
う
に
琵
琶
湖
の
水

位
低
下
を
前
提
に
す
る
の
で
は
な
く
、
ヨ
シ
地
を
乾
陸
化
す
る
と
い

う
方
法
を
取
っ
た
。
愛
知
川
と
い
う
河
川
の
堆
積
作
用
を
利
用
し
た

開
発
で
あ
る
。
愛
知
川
は
、
一
五
世
紀
ま
で
は
流
路
を
ず
っ
と
北

に
と
っ
て
お
り
、【
図
１
】
中
の
流
路
が
確
定
し
、
定
着
す
る
の
は

一
六
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
と
さ
れ
る（
（2
（

。
河
道
が
確
定
す
る
こ
と
で
発

生
す
る
の
は
、
土
砂
の
堆
積
で
あ
る
。
琵
琶
湖
で
土
砂
堆
積
が
継
続

し
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
土
砂
は
、
川
か

ら
琵
琶
湖
に
流
れ
込
む
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
部
が
、
湖
岸
流
と
い

う
琵
琶
湖
沿
岸
の
水
の
流
れ
に
よ
っ
て
陸
地
側
に
押
し
戻
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
土
砂
堆
積
地
で
あ
る
浅
瀬
に
、
ヨ
シ
が
生
え
て
く
る
の
で

あ
る
。
ヨ
シ
は
、
放
置
し
て
お
く
と
樹
林
化
す
る
。
そ
の
過
程
で
、

根
の
部
分
に
土
砂
が
堆
積
し
次
第
に
陸
化
し
て
い
く
現
象
を
利
用
し

た
開
発
で
あ
る
。

　【
図
１
】
中
の
栗
見
新
田
村
と
な
る
場
所
（
楕
円
①
）
は
、
元
は

愛
知
川
の
河
道
固
着
に
よ
っ
て
生
成
し
た
ヨ
シ
地
で
あ
っ
た
。
こ
の

ヨ
シ
地
は
、
栗
見
十
郷
と
呼
ば
れ
る
周
辺
の
複
数
の
村
々
に
よ
っ
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【図１】栗⾒新⽥村（楕円①）と栗⾒出在家村（楕円②）の位置（原図：古関 2007） 
 
 
 
 

 寛⽂年間以前 寛⽂年間 ⽂化年間 
栗⾒新⽥村 ヨシ地   ⇒ 陸地（村⽴）  
栗⾒出在家村 ⽔ 域   ⇒ ヨシ地   ⇒ 陸地（＋ヨシ地）（村⽴） 

【図 2】栗⾒新⽥村と栗⾒出在家村の推移 
 

① 

② 
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て
入
会
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
寛
文
期
以
前
か
ら
、「
開
発
而
畑
地（
（2
（

」

と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
一
部
の
ヨ
シ
地
は
、「
栗
見
郷
草
刈
場（
（2
（

」

で
あ
り
、
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ヨ
シ
が
生
え
て
い
た
場
所
で
あ

る
。
土
砂
の
堆
積
に
よ
っ
て
他
の
ヨ
シ
地
よ
り
若
干
高
い
、
い
わ
ゆ

る
微
高
地
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
栗
見
新
田
村
は
、
こ
の

元
の
草
刈
場
を
集
落
部
分
と
し
た
の
で
あ
る

　
人
び
と
は
、
ヨ
シ
を
根
元
か
ら
倒
し
、
そ
の
上
に
ゴ
ミ
と
呼
ば
れ

る
琵
琶
湖
の
泥
を
重
ね
て
、
陸
地
化
を
目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る（
（2
（

。

ま
た
、
も
と
も
と
こ
の
地
を
利
用
し
て
い
た
栗
見
十
郷
は
、
売
買
な

ど
で
一
部
の
土
地
の
所
有
関
係
を
整
理
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
動

き
を
受
け
て
、
彦
根
藩
が
寛
文
年
間
に
検
地
を
お
こ
な
い
、
栗
見
十

郷
か
ら
出
百
姓
を
募
っ
て
村
立
て
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
段
階
で
、
こ
の
場
所
の
景
観
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
楕
円
①
の
地
が
ヨ
シ
地
か
ら
陸
化
し
て
い
く
と
、
ヨ

シ
地
は
、
さ
ら
に
琵
琶
湖
側
に
展
開
す
る
。
も
と
も
と
は
水
域
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
楕
円
②
の
地
に
は
、
こ
の
時
点
か
ら
土
砂
堆
積

が
加
速
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
文
化
三
年
、
楕
円
②
の
部
分
に
栗
見
出
在
家
村
が
誕
生
す
る
が
、

こ
れ
も
栗
見
新
田
村
と
同
じ
く
、
愛
知
川
と
湖
岸
流
に
よ
る
堆
積
作

用
を
生
か
し
た
新
田
開
発
で
あ
る
。
土
砂
堆
積
に
よ
っ
て
比
較
的
安

定
し
た
場
所
を
集
落
部
と
し
、
周
囲
の
ヨ
シ
地
を
耕
地
化
し
て
い
っ

た
。

　
以
上
の
よ
う
な
景
観
の
変
遷
を
整
理
す
る
と
、【
図
２
】
の
よ
う

に
な
る
。
浅
い
水
域
が
ヨ
シ
地
化
し
、
さ
ら
に
沖
に
向
か
っ
て
耕
地

化
が
進
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
二
）
ヨ
シ
地
へ
の
意
識

　
ヨ
シ
地
の
埋
め
立
て
か
ら
誕
生
し
た
両
村
で
あ
る
が
、
相
違
点
も

あ
る
。
栗
見
新
田
村
は
、
栗
見
十
郷
の
人
々
が
す
で
に
一
部
耕
地
化

し
て
い
た
ヨ
シ
地
を
、
領
主
で
あ
る
彦
根
藩
が
検
地
を
行
う
こ
と
で

村
立
て
し
た
。
一
方
、
栗
見
出
在
家
村
の
場
合
は
、
彦
根
藩
が
藩
士

を
「
開
発
奉
行
」
に
任
命
し
て
お
り
、
既
存
の
開
発
地
が
そ
れ
ほ
ど

な
い
な
か
で
の
新
田
開
発
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
反
映
し
て
で

あ
ろ
う
、
栗
見
出
在
家
村
の
明
治
初
年
の
絵
図
を
み
る
と
、
集
落
部

分
、
耕
地
部
分
と
も
に
、
計
画
都
市
の
よ
う
に
割
り
付
け
が
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（
（2
（

。
現
在
は
、
集
落
部
の
水
路
は
埋
め
立
て
ら

れ
て
道
路
に
な
っ
て
い
る
が
、家
々
の
玄
関
が
面
す
る
表
道
路
よ
り
、

家
の
背
後
を
通
る
元
の
水
路
で
あ
っ
た
裏
道
路
の
方
が
広
く
な
っ
て

い
る
。
小
舟
で
行
き
来
を
す
る
と
い
う
生
活
の
あ
り
方
が
、
空
間
に

も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ヨ
シ
地
が
栗
見
十
郷
の
村
々
か
ら
空
間
的
に

遠
ざ
か
っ
て
い
く
こ
と
が
想
像
で
き
る
が
、
こ
う
し
た
ヨ
シ
地
は
、

集
落
部
か
ら
「
余
程
辺
遠（
（2
（

」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
売
買
の
対
象
と
な
っ

た
。
売
買
と
い
っ
て
も
、
年
貢
は
元
の
村
の
蔵
に
納
入
さ
れ
る
と
あ
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る
た
め
、
ヨ
シ
地
の
所
持
権
は
元
の
村
に
残
っ
た
ま
ま
と
考
え
ら
れ

る
。
買
い
取
っ
た
別
の
村
が
ヨ
シ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
に
つ

い
て
は
情
報
が
な
い
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
、
ヨ
シ
刈
り
の
権
利
が
、

別
の
村
に
移
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
。

　
近
世
後
期
の
大
中
の
湖
周
辺
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ヨ
シ
刈
り
権
の

売
買
が
、
入
札
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
証
文
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
栗
見
新
田
村
周
辺
の
ヨ

シ
地
が
、
大
中
の
湖
の
対
岸
の
ヨ
シ
商
人
に
落
札
さ
れ
て
い
る
史
料

も
あ
る（
（2
（

。
村
に
よ
っ
て
は
、村
入
用
帳
の
収
入
の
項
目
に
「
葭
入
札
」

と
い
う
文
字
が
毎
年
み
ら
れ
、
こ
う
し
た
請
負
の
あ
り
方
は
、
お
そ

ら
く
、
琵
琶
湖
全
域
に
広
が
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
幕

末
期
、
彦
根
藩
は
、
村
々
の
余
業
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の

時
、
大
中
の
湖
沿
岸
の
村
に
は
「
葭
茅
商
い
」
を
営
む
家
が
数
軒
み

ら
れ
た（
（2
（

。
特
定
の
家
が
、
ヨ
シ
葺
き
の
屋
根
材
な
ど
を
ま
と
め
て
確

保
す
る
と
い
う
あ
り
方
が
一
般
化
し
て
お
り
、
旺
盛
な
ヨ
シ
需
要
を

反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、
空
間
的
な
疎
遠
は
、
意
識
の
疎
遠
に
も
つ
な
が
る
。
利

害
関
係
者
が
次
第
に
限
定
さ
れ
て
い
く
ヨ
シ
地
は
、
多
く
の
人
び
と

の
生
業
の
場
と
な
っ
て
い
た
時
期
と
は
異
な
る
景
観
を
呈
し
て
い
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　
近
世
史
は
人
に
注
目
し
て
研
究
を
重
ね
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、

ヨ
シ
地
と
い
う
「
場
」
に
焦
点
を
あ
て
て
、
生
活
や
生
業
と
景
観
と

の
か
か
わ
り
の
復
元
を
お
こ
な
っ
た
。
生
態
学
や
地
理
学
、
民
俗
学

な
ど
諸
分
野
と
の
協
同
に
よ
っ
て
、
近
世
に
と
ど
ま
ら
ず
、
時
代
を

遡
っ
て
長
期
的
な
景
観
の
あ
り
か
た
を
検
討
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

ろ
う
。
近
世
史
と
し
て
は
、
ヨ
シ
地
と
い
う
「
場
」
を
め
ぐ
る
人
々

の
意
識
の
相
違
が
興
味
深
い
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
そ
の
後
ど
の
よ

う
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
現
在
に
至
り
、
現
在
の
景
観
と
し
て
存
続
、

も
し
く
は
断
絶
す
る
の
か
を
追
求
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
例
え
ば
、
筆
者
が
委
員
と
し
て
関
わ
り
、
重
要
文
化
的
景
観
に
選

定
さ
れ
た
景
観
地
の
一
つ
に
、
大
中
の
湖
岸
の
東
近
江
市
伊
庭
町
の

「
伊
庭
内
湖
の
農
村
景
観
」が
あ
る
。委
員
と
し
て
の
調
査
の
過
程
で
、

明
治
時
代
の
当
地
の
文
化
人
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た「
伊
庭
一
二
景
」

と
、
平
成
末
年
に
伊
庭
町
民
の
投
票
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た
「
伊
庭

八
景
」と
に
つ
い
て
、検
討
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る（
（2
（

。明
治
期
の「
一
二

景
」
に
は
、
ヨ
シ
そ
の
も
の
や
ヨ
シ
地
を
賞
賛
す
る
志
向
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
が
、
平
成
期
の
「
八
景
」
に
は
、「
ヨ
シ
原
と
内
湖
」

が
選
定
さ
れ
て
い
る
。
平
成
期
の
選
定
に
は
、
自
ら
の
生
活
を
取
り

巻
く
自
然
環
境
に
目
を
向
け
よ
う
と
い
う
意
識
が
見
ら
れ
、
景
観
そ

の
も
の
に
む
け
る
人
び
と
の
ま
な
ざ
し
や
価
値
観
が
、
大
き
く
変
化
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し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
時
代
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
各
人

の
属
性
に
よ
っ
て
、
景
観
に
対
す
る
価
値
付
け
や
景
観
へ
の
働
き
か

け
は
異
な
る
と
い
え
る
。

　「
場
」
へ
の
着
目
は
、
複
数
の
利
害
関
係
者
の
存
在
や
時
代
性
の

あ
ぶ
り
出
し
を
可
能
に
す
る
。
美
し
い
だ
け
で
は
な
い
景
観
の
意
義

を
歴
史
的
に
検
討
す
る
た
め
の
、
一
つ
の
有
効
な
視
角
と
な
り
え
よ

う
。

＊
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費19K

00957

の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
す
。
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琵
琶
湖
の
暮
ら
し
と
文
化
的
景
観
（
東
）

註（１
）https://w

w
w

.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/keikan/
（
文
化
庁
）。

（
２
）
後
藤
雅
知
『
近
世
漁
業
社
会
構
造
の
研
究
』（
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
）、
橋
村
修
『
漁
場
利
用
の
社
会
史
』（
人
文
書
院
、

二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

（
３
）
拙
稿
ａ
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
琵
琶
湖
の
鳥
猟
に
つ
い
て
―
猟
場

支
配
の
観
点
か
ら
―
」（
村
井
康
彦
・
西
川
幸
治
編
『
環
琵
琶
湖
地
域

論
』、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
４
）
拙
稿
ｂ
「
近
世
の
琵
琶
湖
岸
村
落
と
幕
藩
領
主
―
高
島
郡
針
江
村

の
水
辺
の
土
地
支
配
―
」（
水
野
章
二
編
『
琵
琶
湖
と
人
の
環
境
史
』、

岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
）。

（
５
）
拙
稿
ｃ
「
近
世
菅
浦
の
生
業
」（『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料

館
研
究
紀
要
』
四
九
、二
〇
一
六
年
）。

（
６
）
注
（
４
）
拙
稿
ｂ
。

（
７
）『
東
近
江
市
　
能
登
川
の
歴
史
』第
二
巻（
東
近
江
市
、二
〇
一
三
年
）。

（
８
）
浅
い
陸
地
に
沖
に
向
か
っ
て
簀
を
立
て
、
魚
類
を
誘
導
し
て
壺
に

落
と
し
込
む
漁
具
。

（
９
）
本
村
希
代
「
近
世
後
期
に
お
け
る
琵
琶
湖
の
新
田
開
発
―
大
久
保

新
田
を
事
例
に
―
」（『
経
済
学
論
叢
』
五
三
（
四
）、
二
〇
〇
二
年
）。

（
10
）https://w

w
w

.pref.shiga.lg.jp/ippan/kankyoshizen/biw
ako/

14060.htm
l

（
滋
賀
県
）。

（
11
）
注
（
10
）
Ｈ
Ｐ
。

（
12
）
西
川
嘉
廣
『
ヨ
シ
の
文
化
史
―
水
辺
か
ら
見
た
近
江
の
暮
ら
し
』（
サ

ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
13
）『
重
要
文
化
的
景
観
「
近
江
八
幡
の
水
郷
」
追
加
選
定
に
向
け
た

保
存
調
査
及
び
保
存
活
用
計
画
策
定
事
業
報
告
書
』（
近
江
八
幡
市
、

二
〇
一
九
年
）。

（
14
）
大
石
学
『
享
保
改
革
の
地
域
政
策
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
六
年
）、

村
田
路
人
「
堤
外
地
政
策
か
ら
み
た
元
禄
・
宝
永
期
に
お
け
る
摂
河

治
水
政
策
の
転
換
」（『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
』

五
〇
、二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。

（
15
）『
日
本
思
想
体
系
四
四
　
本
多
利
明
・
海
保
青
陵
』（
岩
波
書
店
、

一
九
八
二
年
）。

（
16
）
大
石
久
敬
著
・
大
石
慎
三
郎
校
訂
『
地
方
凡
例
録
』（
東
京
堂
出
版
、

一
九
九
五
年
）。

（
17
）
注
（
７
）
書
。

（
18
）
杉
江
進
「
田
沼
政
権
と
琵
琶
湖
の
新
田
開
発
計
画
」（『
大
津
市
歴

史
博
物
館
研
究
紀
要
』
六
、一
九
九
八
年
）。

（
19
）
注
（
９
）
本
村
論
文
。

（
20
）
注
（
７
）
書
。

（
21
）
古
関
大
樹
「
近
世
初
期
の
福
堂
村
と
湿
地
利
用
」（
東
近
江
市
教
育

委
員
会
『
福
堂
町
共
文
書
目
録
』、
二
〇
〇
七
年
）。
な
お
、【
図
１
】

は
古
関
氏
の
作
図
を
原
図
に
し
て
い
る
。

（
22
）
慶
応
四
年
一
月
七
日
「
栗
見
祭
礼
古
事
記
」（
阿
弥
陀
堂
共
有
文
書
）。

（
23
）
注
（
22
）
史
料
。

（
24
）
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
昭
和
期
で
も
同
様
の
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
と
い
う
（『
東
近
江
市
　
能
登
川
の
歴
史
』
第
四
巻
、
東
近
江

市
、
二
〇
一
二
年
）。

（
25
）
喜
多
村
俊
男
『
新
田
村
落
の
史
的
展
開
と
土
地
問
題
』（
岩
波
書
店
、

一
九
八
一
年
）『
栗
見
出
在
家
の
あ
ゆ
み
―
二
百
年
の
歴
史
と
文
化
』

（
栗
見
出
在
家
自
治
会
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
26
）「
福
堂
村
古
文
書
万
歳
鏡
」（
福
堂
共
有
文
書
）。

（
27
）拙
稿
ｄ「
幕
末
～
明
治
前
期
に
お
け
る
琵
琶
湖
葭
問
屋
の
葭
地
」（『
淡
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海
文
化
財
論
叢
』
九
、二
〇
一
七
年
）。

（
28
）
原
田
敏
丸
「
近
世
の
近
江
に
お
け
る
農
間
余
業
―
村
明
細
帳
を

通
じ
て
み
た
」（『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
彙
報
』

三
五
、一
九
八
九
年
）。

（
29
）
拙
稿
ｅ
「
明
治
時
代
の
伊
庭
一
二
景
―
東
近
江
市
伊
庭
町
の
近
代

の
風
景
―
」（『
人
間
文
化
』
四
七
、二
〇
一
九
年
）。

（
滋
賀
県
立
大
学
人
間
文
化
学
部
教
授
）


